特別支援学校におけるデジタル・カメラの利用法 by 霜田, 浩信 & Shimoda, Hironobu
特別支援学校におけるデジタル・カメラの利用法
―― ?写真お便り」による家庭への情報提供と家庭でのコミュニケーション促進の検討 ――
霜 田 浩 信
群馬大学教育学部障害児教育講座
（2010年 9月 24日受理）
Examination of Use of Digital Camera at School for Special Needs Through the distribution of“Photograph letter”to the home
 
Hironobu SHIMODA
 
Department of Special Education,Faculty of Education,Gunma University
（Accepted on September 24th,2010）
はじめに
学校での児童生徒の様子を家庭に知らせること
は、学校と家庭とが連携協力をするために重要なこ
とである。特別支援学校において学校での様子を家
庭に知らせる手段としては、一般的に、連絡帳や学
級便りによって日々の様子を家庭に伝えている。ま
た、行事などの様子を家庭に伝える場合には写真や
ビデオなどによって行われてきた。
このように障害児教育において学校と家庭との連
携を図るための手段を持つことが重要であることは
かつてより指摘されている。宮武・高原・足立（1989）
は、障害児教育において用いられている連絡帳の意
義と使用状況を明らかにするために、盲、聾、養護
学校及び特殊学級（当時）あわせて、1,190名の教師
から得られたアンケート調査結果を分析した。その
結果、80％以上の教師が連絡帳は必要かつ有効であ
ると答えていた。また、連絡帳の意義としては、①
教師と親との心情的な交流を作る、②親と情報を交
換しあう、③指導の一貫性を築く、④児童生徒の記
録になる等をあげている。また、連絡帳を用いてい
く際の問題点は①学校で児童生徒が帰るまでに連絡
帳を記載する時間の保障がない、②記載内容に偏り
ができる、③学校や家庭の考えが一方通行になりや
すい等があげられていた。
たしかに、宮武ら（1989）が指摘するように、連
絡帳や学級便りといった文字を中心とした伝達手段
では、記載時間の制限から伝えられる情報量に限度
が生じる。連絡帳や学級便りで記載した内容は教員
が家庭に伝えたいことではあるが、家庭が知りたい
学校の様子とズレが生じる可能性があるといった問
題点もある。また、写真やビデオでは家庭に渡すこ
とができるまでに時間がかかってしまうことがあ
り、即日に学校の様子を知らせることには制限が生
じやすい。
一方で、家庭が学校の様子を知る手段は、教員か
らの連絡だけでなく、児童生徒自身による報告や親
が児童生徒の様子を見ていくことによっても行われ
ている。しかしながら、児童生徒の障害の状態によ
り、自らが学校での様子を伝えることに制限が生じ
てしまうことも考えられる。また、家庭で親が児童
生徒の様子や話から「学校での様子」を捉えようと
しても、コミュニケーションを図ることが難しく、
十分な情報を得られないことも考えられる。
学校から家庭に児童生徒の様子を知らせる手段と
して①時間的な負担をかけずに、②連絡帳だけでは
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伝わり切れない情報を伝え、③家庭での親子のコ
ミュニケーションを促進するものを検討する必要が
あると思われる。
近年のパソコンの普及に伴って、周辺機器である
デジタル・カメラも普及し手軽に利用できるように
なってきている（為川・橋本，2000；為川，2007）。
中村・棟方・金森・太田・渡邉（2009）によるわが
国の特別支援学校における情報関連支援機器等の普
及・利用状況の全国調査の報告によると、デジタル・
カメラやデジタル・ビデオ，プロジェクター等はどの
障害種別の学校でもほとんどの学校が保有している
ことが明らかになった。
特に、デジタル・カメラの利点として、①撮影が
簡単、②撮影した画像を即時に再生・プリントアウ
トができる、③撮影した画像そのままでも視覚的教
材として利用できる、④パソコンに取り込むことに
よって教材としてさらに加工ができる、⑤経費が比
較的かからないなどがあげられる（霜田，1998）。
視覚的な教材がより有効とされている特別支援学
校において、デジタル・カメラで撮影した画像を利
用する利点が考えられる。
そこで、学校での学習や行事での様子をデジタ
ル・カメラで撮影し、プリントアウトしたものを「写
真お便り」として各家庭に配布することによって、
①「写真お便り」が学校での様子を家庭に伝えると
いった情報提供の機能を持つことができるか、②「写
真お便り」をきっかけとして家庭での親子のコミュ
ニケーションを促進することができるかを検討する
ことを目的とした。
方 法
１．対象学級および対象生徒
特別支援学校（知的障害）に在籍する中学部 3年
生 6名（男子 3名・女子 3名）であった。この学級
は 2名の教師が担当していた。6名の生徒のうち音
声言語でのコミュニケーションが可能な生徒は 2
名、1～ 2語文でのコミュニケーションが可能な生
徒は 3名、音声言語でのコミュニケーションが困難
な生徒は 1名であった。また対象生徒は対象学級の
男子生徒 1名だった。その対象生徒の知能指数は 33
（田中ビネー知能検査）であった。
指示理解としては、本人にわかることばを用いた
り、状況や場面から判断できるような指示をしたり
した時は理解できることが多かった。また表出言語
はあるが、有声音になりづらいため、いわゆる「しゃ
がれた声」での話になり、話し声の大きさも集団の
中では聞き取りにくいことが多かった。また 1～ 2
語の単語を並べて表出する話し方であった。一方、
尋ねられたことに対しても 1～ 2語文によって答え
ることができた。
家庭へ帰宅した際に学校でのできごとを報告する
のは、母親が本生徒に質問をすることによって行う
ことはできた。しかし、自ら母親に報告することは、
明日の持ち物を伝えることが中心であり、学校での
できごとを自ら報告することはあまりなかった。
なお、本生徒は 6名の生徒、2名の教員の学級に在
籍していた。
２．撮影および「写真お便り」の配布
⑴ 撮影した場面
学校での授業風景や学校行事での様子をデジタ
ル・カメラにて撮影した。その日の生徒達が学習し
ている場面、または学習する際に用いた教材・器具・
道具などを撮影した。撮影者は教員であったが、特
に撮影する担当や撮影する場面は定めておらず、適
時撮影できるようカメラを教師の手の届くところへ
置いておいた。各生徒が各授業において 1枚以上撮
影されるように配慮をした。
⑵ ?写真お便り」の作成
撮影した画像を「写真お便り」として配布するた
め、当日または翌日に撮影した画像をパソコンに取
り込み、カラープリンターにてインデックス印刷を
行った。A 4用紙に 9～12画像をプリントアウトし
た。「写真お便り」はインデックスプリントのため、
撮影日時の他には情報はなかった。
⑶ 家庭への配布方法
作成した「写真お便り」は当日または翌日に各家
庭に配布した。1回の配布枚数：A 4用紙 1～ 3枚
であり、年間を通して必要に応じて配布した。
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「写真お便り」の他に学校での生徒の様子を家庭
に知らせる手段としては、毎日の連絡帳への記載が
あり、また通常の「学級通信」を週 1回作成し、家
庭に配布していた。さらに、必要に応じて電話等に
て家庭に伝えていた。
３．評価方法
⑴ 家庭へのアンケート
年度の終わりに表 1の項目に関して、学級の生徒
の全家庭にアンケートをとり、「写真お便り」の有効
性を検討する資料とした。
表１ 家庭へのアンケート項目
質問１：「写真お便り」によって生徒の様子をどの
ように知ることができましたか？
質問２：連絡帳による記載や文字による通常の「学
級通信」と比較して、「写真お便り」はどの
ように学校の様子を知ることができました
か？
質問３：「写真お便り」は親子での会話に役立ちま
したか？
質問４：今後も「写真お便り」を継続して欲しいで
すか？
何か要望がありましたら教えてください。
⑵ 家庭でのコミュニケーションの観察
「写真お便り」によって家庭での親子のコミュニ
ケーションの促進が図れるかを検討するため、対象
生徒の親子での会話をビデオ撮影し、分析を行った。
①観察場面
対象生徒の家庭での親子のコミュニケーションの
様子に関して次の 2つの場面 a bを観察場面とし、
ビデオ撮影を行った。a「写真お便りあり場面」：家
庭（母親）に「写真お便り」を配布し、「『写真お便
り』を用いながら今日の授業の話をお子さんとして
ください。」と依頼をした。b「写真お便りなし場
面」：「写真お便り」はない場面であり、「今日の授
業の話をお子さんとしてください。」と依頼をした。
各場面とも合計 5回の観察場面を設定した。
両場面ともに親子でのコミュニケーションを取っ
た時間は 10分程度であった。
②分析方法
撮影したビデオを観察、逸話記録を作成し、「写真
お便りあり場面」「写真お便りなし場面」の各場面に
おいて、次の項目ABで分析を行った。
Ａ「母親からの働きかけ数」：「写真お便りあり場
面」「写真お便りなし場面」両場面ともに、親子での
コミュニケーションが開始されてから 5分間を分析
対象とした。親子でのコミュニケーションにおいて、
母親が子どもに対して言葉や動作によって働きかけ
た回数を数え、5回の観察場面の「母親からの働きか
け数」の平均を算出した。
Ｂ「母親からの働きかけに対する子どもの反応
率」：「写真お便りあり場面」「写真お便りなし場面」
両場面ともに、親子でのコミュニケーションが開始
されてから 5分間を分析対象とした。上記のA「母
親からの働きかけ」に対して、子どもが言葉や動作
によって応えた回数を数え、5回の観察場面の「母親
からの働きかけに対する子どもの反応率」の平均を
算出した。
結 果
１．家庭へのアンケート
全家庭に対するアンケート結果は表 2の通りで
あった。アンケート結果より、「写真お便り」によっ
て、学校での生徒の様子を知る情報になっているこ
とがわかる。また、「写真お便り」によって、親子の
コミュニケーションを開始、継続する際の情報源に
なっていることもわかる。
表２ 家庭へのアンケート結果
質問１：「写真お便り」によって生徒の様子をどの
ように知ることができましたか？
① 「写真お便り」によって、子どもの細かい
表情までもわかった。
② 「写真お便り」によって、勉強している環
境や場面の雰囲気まで知ることができた。
質問２：連絡帳による記載や文字による通常の「学
級通信」と比較して、「写真お便り」はどの
ように学校の様子を知ることができました
か？
① 連絡帳でも子どもの様子を知ることができ
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るが、連絡帳に書いていなくて、子どもが
話しをしてきた時には、「写真お便り」に
よって、子どもの話の内容がより具体的に
知ることができた。
② 子どもが見た物・経験したことを一緒に見
ることができた。
質問３：「写真お便り」は親子での会話に役立ちま
したか？
① 「写真お便り」での情報を使うことによっ
て、親からの話しかけ、働きかけも非常に
しやすかった。
② 親の質問に対して子どもが答える会話から
始まり、友達や先生方のことにまで会話が
広がっていた。
③ 「写真お便り」での情報があるので、子ど
もが言葉で伝えようとするのを手伝えた。
質問４：今後も「写真お便り」を継続して欲しいで
すか？
① 年度はじめに「写真お便り」を出す回数を
増やして欲しい。
② 写真の下に子どもの様子を説明する解説が
欲しい。
③ 良かった事・悪かった事は文章で伝えて欲
しい。
２．家庭でのコミュニケーションの様子
⑴ 母親からの働きかけ数（図１）
母親からの働きかけ数は、「写真お便りあり場面」
では平均 64回であった。また、「写真お便りなし場
面」では平均 19回であり、「写真お便りあり場面」
は「写真お便りなし場面」に比較して、約 3倍母親
が子どもに働きかける回数が多かった。
「写真お便りあり場面」では、「写真お便り」に写っ
ている情報をもとに、その活動名、活動内容、活動
結果、活動で用いた教材、友達名等を母親が子ども
に尋ねるという働きかけが多かった。
⑵ 母親からの働きかけに対する子どもの反応率
（図２）
母親からの働きかけに対する子どもの反応率は、
「写真お便りあり場面」では平均 93.7％であった。
また、「写真お便りなし場面」では平均 78.9％であっ
た。
母親からの働きかけに対する子どもの反応は、母
親の質問の言葉をそのままくり返す形、また質問に
対して単語で答える形での回答や「写真お便り」へ
の指さしが中心であった。
「写真お便りなし場面」において母親の働きにか
けに対する子どもが反応できていない率は約 20％
であるが、その反応できていない時は、母親が質問
をした後、子どもの反応が遅かったために、同じ質
問を繰り返したり、別の言葉で質問をしたりするも
のであった。「写真お便りあり場面」で見られた母親
からの働きかけに対する子どもの反応は、「写真お便
り」に写っている友達や物、活動を単語で答える形
であった。また、母親の質問に対して「写真お便り」
を指さすことによって応える反応も含まれていた。
考 察
１．家庭への情報提供
家庭へのアンケートの結果（質問項目 1・2）から図１ 母親からの働きかけ数
図２ 母親からの働きかけに対する子どもの反応率
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「写真お便り」によって、①子どもの細かい表情、
②学習環境や雰囲気がわかり、さらに③連絡帳では
書いていない情報までわかるという回答を得た。同
様に、質問項目 4の回答「年度はじめは多めに『写
真お便り』を出して欲しい」という要望があること
から、「写真お便り」が学校の様子を伝える情報提供
の機能を持つことができたと考えられる。
しかし、質問項目 4の結果に「子どもの様子を説
明する解説が欲しい」「良かった事・悪かった事は文
章で伝えて欲しい」という回答があるように、必ず
しも「写真お便り」のみでは児童生徒の学校での様
子を家庭に伝えきれないこともあることがわかる。
「写真お便り」で伝わり切れない情報を家庭に伝え
る必要があるときには、連絡帳等にその内容を記載
していることが必要であると考えられる。
２．家庭におけるコミュニケーションの促進
家庭へのアンケートの結果（質問項目 3）で、「写
真お便り」での情報によって、親からコミュニケー
ションを開始することができたり、子どもが話して
きたことに補足してコミュニケーションを継続した
りすることができたことがわかる。
また、母親の働きかけ数が「写真お便りなし場面」
に比較し「写真お便りあり場面」の方が約 3倍増え
ていることがわかる。さらに、母親の働きかけに対
する子どもの反応率からも「写真お便りあり場面」
で反応率が高いことがわかる。
いずれも、「写真お便り」によって、子どもの学校
での様子に関する情報が多くなり、それによって「母
親からの働きかけ」が増えたと考えられる。また、
子どもにとっても「写真お便り」があることによっ
て、写真の情報を手がかりに答えたり母親からの質
問等に言葉で答えにくい時に「写真お便り」を指さ
ししたりするなどの反応をすることがあり、子ども
の反応率が向上したと考えられる。
以上のことから、「写真お便り」をきっかけとして、
親が子どもに質問をし、それに答えるといった形態
のコミュニケーションが取りやすくなることや話題
が展開していきやすいことがうかがわれ、「写真お便
り」が家庭での親子のコミュニケーションの媒介に
なり得たと考えられる。
３．デジタル・カメラの利用法
デジタル・カメラは、①撮影の簡便さ、②撮影し
た画像の即時、再生・プリントアウトが可能、③画
像の視覚教材化が可能などの利点がある。
デジタル・カメラの画像を印刷した「写真お便り」
は連絡帳などの文字情報にはない情報を家庭に伝え
ることができるため、家庭に情報をより伝えるため
にはその有効性が考えられる。一方で、デジタル・
カメラの画像に対して解説を加え、さらに児童生徒
の様子を詳細に伝えることも可能ではあるが、日々
連絡帳を記載するのに時間が費やされてしまう状況
においては、デジタル・カメラの画像による「写真
お便り」はできるだけ簡便に作成できることが望ま
しいであろう。連絡帳等の文字情報とデジタル・カ
メラ画像の「写真お便り」の併用をしていくことで
教員の負担はできるだけ抑え、かつより家庭に情報
を伝ええることができる手段を検討することが重要
である。
デジタル・カメラの画像によってコミュニケー
ションを促進することにおいては、次のようなデジ
タル・カメラの利点が考えられる。
つまり、デジタル・カメラの画像の「写真お便り」
によって、①二者間で共有する情報が増える、②増
えた情報をもとにコミュニケーションを開始した
り、維持したりすることが可能になる、③デジタル・
カメラの画像を指さしするなどといった反応によっ
て、他者からの働きかけに対する応答の手段となり
うることができる、④記憶を起想するためのきっか
けになりえることができると考えられる。
これらデジタル・カメラの利用方法を検討し、特
別支援学校や特別支援学級での利用の有効性を明ら
かにしていくことが必要である。
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